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【平成２７年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

「新規化合物を構築する新反応の開発」、｢独自で開発した計算化学手法を用いた斬新な反応機構と面

内芳香族という新現象の提案｣、｢画期的な吸光特性を備えた芳香族分子の創製｣など、独創的な研究手

法を駆使して、幾つもの興味深い成果を上げている。また、その成果は世界的な学術雑誌にも報告され

ており、着実に研究が進展していると判断できる。今後は、研究計画調書で挙げた（１）新しい芳香族

反応（超強酸と超強塩基）の開発と（３）金属含有芳香環の創製についても研究の推進が望まれる。 


